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研究の内容

産学連携・社会連携へのアピールポイント

山岳トンネル・地下空間構造物の建設から維持管理段階に資する研究を

行っています．建設会社や道路管理者などとの共同研究，受託研究も受付け

ておりますので，お問い合わせください．

トンネル・構造工学研究室

URL：https://www.setsunan.ac.jp/~tunnel/

安全な山岳トンネルの建設・維持管理技術の研究

ビデオカメラを用いた
粉じん濃度検出装置

地山内の礫含有率とトンネル最大
変位量の関係（数値解析結果）

１．数値解析による山岳トンネル掘削時の力学的影響の解明

日本の国土の約7割は山地で占められており，山岳部の地質は

複雑です．このような地盤条件のもとでトンネルを掘削すると，

大きな変形や突発的な湧水が生じ，施工が困難となる場合があ

ります．そこで，有限差分法（FDM）を用いた数値解析プログ

ラム FLAC3D を活用し，トンネル掘削が周囲の地盤に及ぼす

影響を評価するとともに，難渋条件下においても安全に掘削す

るための施工方法について研究を行っています．

２．トンネル坑内に飛散する粉じんの測定方法の研究

山岳トンネルの施工中には，坑内に多量の粉じんが発生します．

高濃度の粉じんを長期間吸入すると，じん肺症などの肺機能障

害を引き起こすおそれがあるため，粉じん濃度を正確に把握し，

低減することが重要です．本研究室では，ホコリセンサやビデ

オカメラを用いた計測に加え，AI技術を活用することで，坑内

粉じん濃度を効率的かつ高精度に測定する技術の研究開発を

行っています．
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お問い合わせは摂南大学 研究支援・社会連携センターまで
TEL:072-800-1160 E-mail:SETSUNAN.Kenkyu.Shakai@josho.ac.jp


	スライド 1

